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お
盆
飾
り
の
一
つ
、
精
霊
馬
。

き
ゅ
う
り
が
馬
、
な
す
が
牛
な
の
は
全
国
共
通
の
よ
う
で
す
が
、

お
迎
え
と
お
送
り
、
ど
ち
ら
を
早
く
す
る
か
ゆ
っ
く
り
さ
せ
る
か
の
意
味
は

地
域
に
よ
っ
て
様
々
だ
そ
う
で
す
。

精
霊
馬（
し
ょ
う
り
ょ
う
う
ま
・
し
ょ
う
り
ょ
う
ま
）

か
つ
う
ら
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お
盆
飾
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、
精
霊
馬
。

き
ゅ
う
り
が
馬
、
な
す
が
牛
な
の
は
全
国
共
通
の
よ
う
で
す
が
、

お
迎
え
と
お
送
り
、
ど
ち
ら
を
早
く
す
る
か
ゆ
っ
く
り
さ
せ
る
か
の
意
味
は

地
域
に
よ
っ
て
様
々
だ
そ
う
で
す
。

精
霊
馬（
し
ょ
う
り
ょ
う
う
ま
・
し
ょ
う
り
ょ
う
ま
）



　

大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
ろ
う
！
軽
量
樹
脂
粘
土
で
ク
マ
の
飾
り
物

を
作
成
し
、
額
に
入
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち
を
書
こ
う
！

開
講
日
程　

９
月
９
日
㈯

受
講
場
所

　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
K
ü
s
t
e　

調
理
室

時
間　

13
時
30
分
～
16
時

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

※
保
護
者
同
伴

定
員　

15
名

申
込
期
間　

８
月
11
日
㈷
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

持
ち
物　

タ
オ
ル

受
講
費　

材
料
費
と
し
て
１
，
０
０
０
円

講
師　

内
野 

美
佐

　
　
　
（
㈱
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

　

こ
だ
わ
り
手
打
ち
う
ど
ん
の
作
り
方
を
学
ぶ
教
室
で

す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達
し
て
い
く
自
分
の
「
手

打
ち
う
ど
ん
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

開
講
日
程　

９
月
11
日
、
10
月
23
日
、
11
月
20
日

　
　
　
　
　
（
す
べ
て
月
曜
、
全
３
回
）

受
講
場
所

　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
K
ü
s
t
e　

調
理
室

時
間　

13
時
～
16
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員　

12
人

申
込
期
間　

８
月
10
日
㈭
～
８
月
23
日
㈬

　
　
　
　
　

９
時
よ
り
受
付
開
始

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
終
了

受
講
費　

材
料
費
と
し
て
各
回
ご
と
に
５
０
０
円

講
師　

瀧
口 

智
子
（
手
打
ち
う
ど
ん
多
吉
）

　
「
市
民
文
化
教
室
」
と
「
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
名
称
を
統
一
し
、「
Ｗ
ａ
ｋ
ü 

Ｗ
ａ
ｋ
ü
♪ 

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
み
な
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
ス
ク
ー
ル
を
開

講
い
た
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

☎
73

−

１
０
０
１
（
火
曜
日
休
館
）

※
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
が
き
っ
と
見
つ
か
る

Ｗ
ａ
ｋ
ü
Ｗ
ａ
ｋ
ü
♪ 

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

わ

わ

く

く

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
が
き
っ
と
見
つ
か
る

Ｗ
ａ
ｋ
ü
Ｗ
ａ
ｋ
ü
♪ 

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

わ

わ

く

く

「
敬
老
の
日
」
特
別
企
画

手
作
り
は
世
界
で
一
つ
の
贈
り
物

『
ク
レ
イ
ア
ー
ト
教
室
』

さ
あ
、
う
ど
ん
を
打
と
う

『
手
打
ち
う
ど
ん
道
場
』

　宝くじの収益金を活用した平成２９年度コ
ミュニティ助成事業（宝くじ助成）を活用し
て、松野区が獅子舞用具などの整備を行いま
した。
　この事業は、（一財）自治総合センターが
宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの
受託事業収入を財源として実施しているコ
ミュニティ助成事業であり、地域振興の発展
や宝くじの普及を図るため、コミュニティ活
動に対して助成金を交付しているものです。

問合せ　総務課総務係　☎７３−６６４６

地域振興の発展に
平成29年度宝くじ助成事業を実施
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神様と氏子、地域の絆

川津区  天王祭

懐かしい歌の力で若返りを

うたびと養成講習会
継続は力なり ! 自主防災

住民参加型防災訓練in墨名

つくり、育てる漁業を体験

ヒラメの稚魚を放流
　７月７日、興津小学校の児童５６人が、興津の砂浜
に集まりヒラメの稚魚およそ９００匹を放流しまし
た。勝浦市の基幹産業である水産業の取り組みを少
しでも子どもたちに知ってもらおうと行われたこの
イベント。子どもたちはヒラメを優しく海に放すと、
泳ぎ始めたヒラメの行方を笑顔で見守っていました。
ヒラメは無事に育てば、２年後にはおよそ４０cmに
なるとのことでした。

　７月７日、川津区の伝統行事である天王祭りが行わ
れ、小神輿、中神輿を担ぐ子どもたちの元気な声が地
域を巡行しました。
　この天王祭りは、大同年間（西暦806～810年）
の創立と伝えられる川津神社の境内末社、龍宮様（八
大神社、八坂神社とも）の例祭であり、龍宮様は、川津
神社の主祭神である天

あまてらすおおみかみ

照大神の弟神、建
たけはやすさのおのみこと

速須佐之男命
（神仏習合時代は八大龍王とされる）をお祀りしてい
るもので、疫病を抑え、海上安全、大漁満足の願いとと
もに地域の発展を見守っています。

　歌の力で地域の住民の認知症予防に貢献してくれ
る方の養成を目的に、５月から７月のうちの５日間、
「うたびと養成講習会」が行われ、最終日の７月１１
日、講習会に参加した１７人の方々に認定証が渡され
ました。「ナツメロ回想法」と呼ばれ、昔話を交えなが
ら懐かしい歌を歌うことは、認知症の予防に効果があ
るといわれています。今後、認定を受けた方々は、認知
症について学ぶ場「寺小屋さんぽ」などでの活躍が期
待されます。

　広報かつうら７月７日号で、勝浦区と大森区の自主
防災への取り組みをお伝えしましたが、この動きが活
性化しています。７月９日、「災害が起きたらまず家
を出る」を合言葉に、墨名区自主防災会の防災訓練が
行われました。地元の方およそ２６０人が参加し、第
１分団第３班の消防団員協力のもと、１４カ所の避難
所に避難しました。墨名区では年に２回、防災に向け
た様々な取り組みを続けています。

大きくなってね！願いを込め放流よーい、よーい、よいやせ！

いざというときのために活躍が期待される”うたびと”たち
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

◆
工
事
名 

◆
工
事
場
所 

◆
工
期

◆
落
札
業
者
名 

◆
契
約
金
額

▽
舗
装
修
繕
工
事
（
白
井
久
保
台
芝

田
線
）

・
白
井
久
保
地
内

　

７
／
５
～
８
／
14

　

㈱
磯
本

　

１
，
７
４
９
，
６
０
０
円

▽
舗
装
新
設
工
事
（
街
路
）
（
四
反

目
下
田
１
号
線
）

・
関
谷
地
内

　

７
／
５
～
８
／
14

　

㈱
磯
本

　

１
，
２
４
２
，
０
０
０
円

▽
道
路
改
良
工
事
（
川
崎
奥
之
原

線
）

・
貝
掛
地
内

　

７
／
５
～
10
／
10

　

佐
久
間
建
設
㈱

　

９
，
３
４
２
，
０
０
０
円

▽
指
示
計
更
新
工
事

・
佐
野
浄
水
場
監
視
室

　

７
／
５
～
11
／
30

　

福
井
電
機
㈱

　

８
，
３
１
６
，
０
０
０
円

▽
地
籍
調
査
事
業
計
画
策
定
業
務
委

託
・
千
葉
県
勝
浦
市

　

７
／
５
～
Ｈ
30
／
２
／
28

　

㈱
八
州　

千
葉
支
社

　

２
，
０
５
２
，
０
０
０
円

　

市
で
は
、
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

に
勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

を
会
場
と
し
て「
平
成
30
年
成
人
式
」

を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
市
内

在
住
の
対
象
者
の
方
に
は
別
途
通
知

文
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
市
内
に
住
所
が
な
い
方
で
、
成

人
式
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
社
会
教
育
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
教
育
課

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
６
５

日
時　

８
月
26
日
㈯

　
　
　

14
時
30
分
～
16
時

場
所　

勝
浦
市
役
所

　
　
　

４
階
４
０
１
会
議
室

対
象　

里
親
制
度
に
興
味
が
あ
る
方

内
容　

里
親
制
度
の
ご
案
内
、
現
役

里
親
の
体
験
談

費
用　

無
料

そ
の
他　

参
加
に
当
た
っ
て
は
、
お

名
前
と
参
加
人
数
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
当
日
の
参
加
も
可
）

問
合
せ　

千
葉
県
東
上
総
児
童
相
談

所
（
最
首
・
仲
村
）

　

☎
０
４
７
５

−

27

−

１
７
３
３

入
札
結
果
の
公
表

平
成
30
年
成
人
式

あ
な
た
も
里
親
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

里
親
説
明
会
開
催
!!

▽
中
央
保
育
所
等
解
体
工
事
設
計
業

務
委
託

・
出
水
地
内

　

７
／
５
～
12
／
15

　

㈱
鈴
木
建
築
設
計
事
務
所

　

２
，
７
２
１
，
６
０
０
円

▽
空
調
機
保
守
点
検
業
務
委
託
（
勝

浦
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

・
新
戸
２
７
０
番
地
２

　

７
／
５
～
Ｈ
30
／
３
／
23

　

㈱
長
生
ビ
ル
管
理

　

１
，
２
９
６
，
０
０
０
円

▽
業
務
用
給
湯
機
保
守
点
検
業
務
委

託
（
勝
浦
市
学
校
給
食
共
同
調
理

場
）

・
新
戸
２
７
０
番
地
２

　

７
／
５
～
Ｈ
30
／
３
／
23

　

昭
和
ネ
オ
ス
㈱　

関
東
営
業
所

　

５
２
９
，
２
０
０
円

▽
浄
水
場
運
転
管
理
業
務
委
託

・
佐
野
１
５
６
番
地　

佐
野
浄
水
場

他
関
連
施
設

　

10
／
１
～
Ｈ
32
／
９
／
30

　

㈱
水
機
テ
ク
ノ
ス

　

６
，
８
０
４
，
０
０
０
円（
月
額
）

▽
勝
浦
市
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
機
器

賃
貸
借(

長
期
継
続
契
約
）

・
勝
浦
市
役
所

　

８
／
１
～
Ｈ
34
／
７
／
31

　

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
㈱　

首
都
圏

営
業
第
四
部

　

３
８
８
，
４
７
６
円
（
月
額
）

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
４
９

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
お
よ
び
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
「
現
況
届
」
を
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
「
所
得
状
況
届
」
を
毎
年
１
回
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
用
紙
は
直
接
受
給
者
に
郵
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
期
限
を
守
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
提
出
期
限

８
月
31
日
㈭
ま
で

所
得
状
況
届
提
出
期
限

９
月
11
日
㈪
ま
で

※
現
況
届
お
よ
び
所
得
状
況
届

が
未
提
出
で
２
年
を
経
過
し
た

時
は
、
時
効
に
よ
り
手
当
受
給

の
権
利
が
消
滅
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

新
た
に
手
当
を
申
請
す
る
方
へ

▽
児
童
扶
養
手
当

　

受
給
資
格
者
は
父
母
の
離
婚

な
ど
に
よ
り
父
親
ま
た
は
母
親

と
生
計
を
別
に
し
て
い
る
、
父
母

が
重
度
の
障
害
に
あ
る
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
障

害
児
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て

い
る
母
子
・
父
子
家
庭
の
母
ま
た

は
父
、
ま
た
は
母
も
し
く
は
父
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
（
養
育
者
）
で
す
。

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

受
給
資
格
者
は
身
体
や
精
神

に
一
定
の
障
害
の
あ
る
児
童
の

父
か
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
養

育
者
）
で
す
。

　

支
給
の
要
件
、
手
当
の
額
や
支

払
い
、
請
求
方
法
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
児
童
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
１
８
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インフォメーションガーデン

　
「
特
別
障
害
者
手
当
」・「
障
害
児

福
祉
手
当
」
を
受
給
し
て
い
る
方
は

「
所
得
状
況
届
」
を
毎
年
１
回
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
用
紙

は
受
給
者
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期

限
を
守
っ
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

所
得
状
況
届
提
出
期
限

　

９
月
11
日
㈪
ま
で

新
た
に
手
当
を
申
請
さ
れ
る
方
へ

▽
特
別
障
害
者
手
当

支
給
要
件　

精
神
ま
た
は
、
身
体
に

著
し
い
重
度
の
障
害
を
有
す
る
た

め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
要
す
る
20
歳
以
上

の
在
宅
障
害
者

所
得
制
限　

本
人
所
得
ま
た
は
、
扶

養
義
務
者
な
ど
の
所
得
が
一
定
額

を
超
え
る
場
合
に
は
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

支
給
額　

月
額
２
６
，
８
１
０
円

支
給
月　

年
４
回
支
給
（
２
月
、
５

月
、
８
月
、
11
月
）

▽
障
害
児
福
祉
手
当

支
給
要
件　

精
神
ま
た
は
、
身
体
に

重
度
の
障
害
を
有
す
る
た
め
に
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
要
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
障
害

児
所
得
制
限　

本
人
所
得
ま
た
は
、
扶

養
義
務
者
な
ど
の
所
得
が
一
定
額

を
超
え
る
場
合
に
は
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

　

農
業
法
人
で
働
く
こ
と
に
興
味
が

あ
る
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時　

９
月
17
日
㈰

　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

会
場　

き
ぼ
ー
る
13
階

参
加
条
件　

農
業
法
人
で
働
く
こ
と

に
興
味
が
あ
る
方

内
容　

雇
用
の
受
け
入
れ
希
望
が
あ

る
県
内
の
農
業
法
人
・
個
人
農
家

が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
相
談
に
応
じ

ま
す

問
合
せ

  

（
公
社
）千
葉
県
園
芸
協
会

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

３
０
０
８

日
時　

８
月
26
日
㈯

　
　
　

13
時
～
16
時

会
場　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
応
者　

弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生

管
理
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ほ
か

費
用　

無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

　

☎
０
４
３

−

２
２
５

−

４
５
６
７

　

夷
隅
消
防
本
部
管
内
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
率
は
低
迷
し
て
い
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や

熱
を
感
知
し
、
火
災
を
い
ち
早
く
知

ら
せ
て
く
れ
る
優
れ
も
の
で
す
。
自

分
自
身
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、「
買
っ
て
き
た
け
ど

取
り
付
け
ら
れ
な
い
」「
何
処
に
つ
け

れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

お
悩
み
の
方
の
た
め
に
、
消
防
署
で

は
取
り
付
け
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
や
分
署
へ
連
絡
し
、

職
員
か
ら
の
説
明
や
取
り
付
け
指
導

を
受
け
て
下
さ
い
。
職
員
が
依
頼
さ

れ
た
お
宅
を
訪
問
し
機
器
を
取
り
付

け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
い
つ
も
身
近
に
い
て
、
わ
た
し
た
ち

の
暮
ら
し
を
守
り
、
安
全
で
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
、
毎
日
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
働
い
て
い
る
お
ま
わ
り
さ

ん
。
そ
ん
な
お
ま
わ
り
さ
ん
を
励
ま
す

作
文
を
募
集
し
ま
す
。
お
ま
わ
り
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
や
、
お
ま
わ
り
さ

ん
へ
の
意
見
や
感
想
、
こ
ん
な
お
ま
わ

り
さ
ん
が
い
た
ら
い
い
な
、
と
思
う
夢

や
希
望
な
ど
、
自
由
に
書
い
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

募
集
部
門

・
小
学
校
低
学
年
の
部
（
１
～
３
年

生
）
：
Ｂ
４
判
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
２
枚
以
内

・
小
学
校
高
学
年
の
部
（
４
～
６
年

生
）
：
Ｂ
４
判
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
３
枚
以
内

　

地
域
の
人
々
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
持
つ
人
達
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
長
生
・
夷
隅
郡
市
の

福
祉
施
設
が
販
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

９
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

　
　
　

10
時
～
20
時

場
所　

茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ア
ス
モ

販
売
内
容　

加
工
食
品
・
パ
ン
・
木

工
・
手
芸
品
・
花
苗
な
ど

問
合
せ

　

社
会
福
祉
法
人
土
穂
会
ピ
ア
宮
敷

　

☎
87

−

９
６
３
１

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

千
葉
県
農
業
法
人
等

就
業
相
談
会
の
開
催

第
８
回 

秋
の
生
き
活
き
フ
ェ
ア

住
宅
用
火
災
警
報
器

付
け
て
い
ま
す
か
？

第
26
回
全
国
小
学
生
作
文

コ
ン
ク
ー
ル

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

お
ま
わ
り
さ
ん

労
災
職
業
病

な
ん
で
も
相
談
会

支
給
額　

月
額
１
４
，
５
８
０
円

支
給
月　

年
４
回
支
給
（
２
月
、
５

月
、
８
月
、
11
月
）

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
係

　

☎
73

−

６
６
１
９

　

な
お
、
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ご
家
庭
で
は
、
電
池
切
れ
や
ホ
コ
リ

に
よ
っ
て
誤
作
動
を
起
こ
す
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
鳴
動

チ
ェ
ッ
ク
と
機
器
の
掃
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
火
の
用
心

　
　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
」　

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
80

−

０
１
３
２

※
自
作
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す

応
募
方
法

　

表
紙
ま
た
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
（
①
タ
イ
ト

ル
②
氏
名
③
都
道
府
県
名
④
自
宅
住

所
・
電
話
番
号
⑤
学
校
名
・
学
年
⑥

学
校
住
所
・
電
話
番
号
）
を
明
記

し
、
作
品
に
付
け
て
郵
送

応
募
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

http://w
w

w
.yom

iuri.co.jp/
adv/om

aw
arisan/

注
意
事
項

・
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
全
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

に
属
し
ま
す
。

・
受
賞
作
品
な
ら
び
に
受
賞
者
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
な
ど
に
つ
い

て
主
催
者
の
発
行
す
る
新
聞
、
広

報
紙
、
作
品
集
な
ど
の
印
刷
物
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
各
賞
の
受
賞
者
に
は
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
締
切

　

９
月
７
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

問
合
せ
・
送
付
先

　

〒
１
０
１

−

０
０
５
４

　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
１

−

８

−

11　

錦
町
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ　

７
階

　

第
26
回
全
国
小
学
生
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
「
わ
た
し
の
ま
ち
の
お
ま

わ
り
さ
ん
」
事
務
局

☎
03

−

５
５
７
７

−

３
０
７
６

（
平
日
10
時
～
18
時
）
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第１日曜日 ８月　６日

8：30～12：30第３日曜日 ８月２０日

第１日曜日 ９月　３日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３−６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ ◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○市民税県民税　：２期　　納期　８月３１日（木）
○国民健康保険税：２期　　納期　８月３１日（木）
○介護保険料　　：１期　　納期　８月３１日（木）
○後期高齢者　　：２期　　納期　８月３１日（木）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課徴収班　☎７３－６６２２

場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
御
料
７
０
９

−

１
）

【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　

９
月
７
日
㈭　

10
時
～
12
時

受
付　

９
時
30
分
～
10
時

費
用　

無
料

定
員　

先
着
20
組
（
予
約
制
）

▽
実
技
講
座
（
※
飼
い
犬
同
伴
、（
公

財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

が
開
催
）

日
時　

９
月
９
日
㈯　

13
時
～
15
時

受
付　

12
時
30
分
～
13
時

費
用　

３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員　

３
組
以
上
10
組
（
要
予
約
）

※
実
技
講
座
の
予
約
電
話
番
号

　

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

【
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
】

　

生
後
６
ヶ
月
く
ら
い
ま
で
の
飼
い

犬
同
伴
で
、
子
犬
の
飼
い
方
・
し
つ

け
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　

問
い
合
わ
せ
後
に
日
程
調
整

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

【
一
般
譲
渡
会
（
成
犬
・
成
猫
）】

日
時　

９
月
10
日
㈰
、
28
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

受
付　

13
時
～
13
時
30
分

費
用　

無
料

※
受
付
時
間
に
遅
れ
る
と
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

　

犬
猫
を
ほ
し
い
方
、
あ
げ
た
い
方

の
出
会
い
の
場
で
す
。

防
衛
大
学
校
学
生

▽
推
薦

応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
（
高
等
学
校
長
の
推
薦

な
ど
が
必
要
）
の
方

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

試
験
日　

９
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

▽
総
合
選
抜

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

試
験
日　

１
次
試
験
：
９
月
23
日
㈯

▽
一
般
（
前
期
）

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

試
験
日　

１
次
試
験
：
11
月
４
日
㈯
・

５
日
㈰　

▽
一
般
（
後
期
）

受
付
期
間　

平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

～
26
日
㈮

試
験
日　

１
次
試
験
：
平
成
30
年
２

月
17
日
㈯　

　

大
学
通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る
大

学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
に
よ
る
合

同
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
３
日
㈰　

11
時
～
16
時

　
　
　

申
込
不
要
、
入
退
場
自
由

費
用　

無
料

場
所　

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
30
階

対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

内
容　

各
学
校
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
、
通
信
教
育
の
説
明
と
ガ
イ
ド

の
配
布
（
52
校
参
加
）

問
合
せ　

  （
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　

☎
03

−

３
８
１
８

−

３
８
７
０

　

放
送
大
学
は
、
平
成
29
年
度
第
２

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
間

　

第
１
回　

８
月
31
日
ま
で

　

第
２
回　

９
月
20
日
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
問
合
せ
先
ま
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３

−

２
９
８

−

４
３
６
７

動
物
愛
護
事
業（
９
月
）

防
衛
大
学
校
生
・

防
衛
医
科
大
学
校
生
募
集

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

日
時　

９
月
９
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

▽
犬
猫
の
ほ
し
い
方

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
30
分

▽
犬
猫
を
あ
げ
た
い
方

受
付
時
間　

９
時
30
分
～
10
時

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１

※
総
合
選
抜
、
一
般
（
前
期
・
後
期
）

の
応
募
資
格
は
高
卒（
見
込
含
む
）

21
歳
未
満
の
方

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

▽
医
学
科
学
生

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

試
験
日　

１
次
試
験
：
10
月
28
日
㈯
・

29
日
㈰

▽
看
護
学
科
学
生

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

試
験
日　

１
次
試
験
：
10
月
14
日
㈯

※
医
学
科
学
生
、
看
護
学
科
学
生
の

応
募
資
格
は
高
卒
（
見
込
含
む
）

21
歳
未
満
の
方

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
０
４
７
５

−

25

−

０
４
５
２
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地域地域地域地域
～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
８
月
18
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/

携
帯
電
話
版 h

ttp
:// w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg
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介護用品リサイクル
介護用品の橋渡しを行っています。特に
おむつ類は大歓迎です。ご不要になった
介護用品がありましたらご連絡下さい！

　この体操は、調整できる「おもり」を手足につけて６種類の体操を行い、筋力やバランス能力の
向上を図り、日常生活動作能力の維持や向上を目標としています。さらに、グループごとに年２回
体力測定を実施し、体操の効果を数値でも実感いただけます。

　紹介した体操を「自分の地区でもやってみたい」
と思われた方など、希望がありましたら介護健康課
高齢者支援係（☎ 73-6615）までご連絡ください。
職員が「勝浦いきいき元気体操」の説明に伺います。

勝浦いきいき元気体操の紹介
～体操を通して広がる交流の輪～

市内各地域
で根付き

始めました
！

手を肩の高さまで横に上げます
４秒かけてゆっくりと持ち上げ
４秒かけてゆっくり下ろします

ポイント
腕を上げすぎると肩を痛め
る可能性があるので、腕を
上げるのは肩の高さまで！

４秒かけてゆっくりと立ち上がり
４秒かけてゆっくりすわります
１０回を２セット

ポイント
筋力が弱く立ちにくいと
きは、テーブルや膝に手を
置いて補助しましよう！

ゆっくりと膝を最後までのばします
４秒かけてゆっくり持ち上げ
４秒かけてゆっくり下ろします

ポイント
膝を伸ばしたとき、つま先
は自分の方にしっかり向け
ることを意識してください。

ゆっくり脚を後ろにあげます
４秒かけてゆっくりと持ち上げ
４秒かけてゆっくり下ろします

ポイント
体を前に傾けずまっす
ぐに。脚だけを動かすこ
とを意識してください。

ゆっくり脚を横に上げます
４秒かけてゆっくりと持ち上げ
４秒かけてゆっくり下ろします

ポイント
体は傾けず、脚だけを動かす。
つま先はまっすぐ前に向ける
ことを意識してください。

♪第１の体操　腕を前に上げる（肩関節屈曲）

♪第３の体操　イスからの立ち上がり

♪第５の体操　脚の後ろ上げ（股関節伸展）

手を肩の高さまで前に上げます
４秒かけてゆっくりと持ち上げ
４秒かけてゆっくり下ろします

ポイント
腕を上げすぎると肩を痛め
る可能性があるので、腕を
上げるのは肩の高さまで！

♪第２の体操　腕を横に上げる（肩関節外転）

♪第４の体操　膝を伸ばす（膝関節伸展）

♪第６の体操　脚の横上げ（股関節外転）
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